
（2010年4月1日～2011年3月31日） 

 2010年度 事業報告書 

特定非営利活動法人 ハート･オブ･ゴールド 

1   事業実施の方針 

被災地や紛争地及び開発途上国の子ども達、障がい者、貧困者層の人々に対して、スポーツや教育、その他の活動を通じて自

立につながる事業を行い、苦境に立ち向かう人々や子ども達が人生にチャレンジするための「希望と勇気」を持つことが出来る機

会創造に寄与することを目的とする。特に、途上国の人々が自分達のかかえる問題を自らの力で解決していけることを目指し、彼

らの視点に立って、彼らと共に人材育成に力を注いでいく。 

2   事業の実施に関する事項 

(1)  特定非営利活動に係る事業 

定款の事業名 事業概要 事業内容 実施日 実施場所 

大会等の運営協力と 

対人地雷被害者への 

義手･義足支援他 

･ｱﾝｺｰﾙﾜｯﾄ国際ﾊｰﾌﾏﾗｿﾝ 

特別運営協力 

ｱﾝｺｰﾙ遺跡群を巡る AIMS（国際ロードレース協会）公認のﾁｬﾘﾃｨー

ﾏﾗｿﾝで 15 周年記念大会として実施。前日にはﾌﾟﾚｲﾍﾞﾝﾄとして遺跡

で現地の子ども達とのｳｵｰｷﾝｸﾞ＆ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ交流を開催｡ 

53 の国と地域から 4,425 名が参加（ﾗﾝﾅｰ：4,048､ｳｫｰｶｰ：213､ﾊﾞｲｶ

ｰ：242）。日本から専門指導者や一般･学生ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱも多数参加。 

12/4 
∫ 

12/5 

ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ 

(ｼｪﾑﾘｱｯﾌ )゚ 

 

･対人地雷被害者への義手･

義足などの支援 

ｱﾝｺｰﾙﾜｯﾄ国際ﾏﾗｿﾝ大会から､6 団体を通じて､義手・義足支援、障

がい者､子ども達、貧困者支援等の活動に使用 (本年 US$18,400、

第1回からの支援総額US$255,617) 

11 月 

∫ 

3 月 

 

ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ 

･ｴｲｽﾞ予防教育 現地NGOと協力してｴｲｽﾞ予防の広報活動を12月4日、5日に実施  12/4-5 ｼｪﾑﾘｱｯﾌ  ゚

被災地、紛争地にお

ける生活者の自立支

援 

事業 

･日本語教育 

･ﾊｰﾄ･ﾍﾟｱﾚﾝﾂ(里親) 

・職業訓練建築事業 

・公立小学校内でHGむつみ日本語教室を開校（4 ｸﾗｽ,約52名） 

・ 養護施設支援事業（4名終了） 

・ チェイ小学校衛生管理棟建築、(3月10日完成) 

・ New Child Care Center内衛生管理棟建築中 

4 月 

∫ 

3 月 

ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ 

(ｼｪﾑﾘｱｯﾌ )゚ 

障がい者ｽﾎﾟｰﾂの振

興、障がい者と健常者

のｽﾎﾟー ﾂ交流の促進 

･ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ障がい者･障がい者

ﾗﾝﾅｰの支援 

・ ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ障がい者陸上連盟の運営支援 

・ ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ人ﾗﾝﾅｰ他を霞ヶ浦ﾏﾗｿﾝ大会へ招聘（4名）・姉妹提携 

・ ｱﾝｺｰﾙﾜｯﾄ国際ﾊｰﾌﾏﾗｿﾝに障がい者ﾗﾝﾅｰを招聘（58名） 

・ 障がい者の自立支援 

4 月 

∫ 

3 月 

日本 

ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ 

ﾗﾝﾅｰｽﾞｴｲﾄﾞの促進 

国内外におけるﾗﾝﾆﾝ

ｸﾞ大会、ｽﾎﾟｰﾂｲﾍﾞﾝﾄ

の主催･後援･協力 

･ｽﾎﾟー ﾂｴｲﾄﾞ事業･ﾁｬﾘﾃｨ  ー

ﾏﾗｿﾝ･ﾁｬﾘﾃｨｰﾃﾞﾅｰ･ﾊﾞｻﾞｰ･

音楽会 

・ 国内のﾁｬﾘﾃｨー ﾏﾗｿﾝ･ｽﾎﾟー ﾂｲﾍﾞﾝﾄなどを実施 

・ ｳﾞｧﾚﾝﾀｲﾝ･ﾁｬﾘﾃｨー ﾃﾞｨﾅｰ他を実施 

主催･後援･協力 実績：18回   

4 月 

∫ 

3 月 

日本 

その他、この法人の 

目的を達成するため

に必要な事業 

･小学校体育科教育振興事業 

(JICA草の根技術協力事業/) 

・小学校保健科教育振興事業 

（郵貯ボランティア貯金） 

（岡山県L to L事業） 

・ ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ体育科教育普及のための組織体制を整備し､体育科教育

普及のための人材を育成する。具体的には 中央/ 地方教育行政

官の訓練・支援を通じて双方向的な情報共有制度を実現し、指導

講習会を通じてモデル校を設置する｡（筑波大学等との協働） 

・ｽﾊﾞｲﾘｴﾝ州小学校 6校を対象に保健科教育指導会を開催（夏・冬）。

伝達講習会やモニタリング活動を実施して、対象小学校教員の 

保健科教育知識及び指導技術の向上を支援した。 

4 月 

∫ 

3 月 

ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ 

 

･研修会･講演会 

･招聘事業 

(岡山県国際課助成他) 

・人道援助などｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑやﾊﾟﾈﾙ展、講演会などを開催･協力 

講師: 有森代表、HG顧問､専門派遣者、ｽﾀｯﾌ､事務局等/  

実績：10回  

・ｲﾝﾀｰﾝ受入：1 名(岡山市中学校教員が現地事務所で活動) 

・ ｶﾝﾎﾞｼﾞｱの教員を日本に招聘し、体育科の体験学習を実施。 

4 月 

∫ 

3 月 

日本 

ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ 

･ｽﾀﾃﾞｨー ﾂｱｰ協力 

国際協力の現場視察とﾎﾞﾗﾝ

ﾃｨｱ体験を通じた国際理解 

・実際に現地を見学し、交流することにより貧困･環境･平和･開発な

どの問題について理解を深める。(12月企画 ﾂｱ )ー 

・ｳｵｰｷﾝｸﾞ大会で日本からのﾂｱｰ参加者との交流 

・学生･団体のｽﾀﾃﾞｨー ﾂｱｰ協力 

4 月 

∫ 

3 月 

ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ 

 

･学校教育支援(ｻｰﾋﾞｽﾗｰﾆﾝｸﾞ)

として、総合的な学習･国際

理解･ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ教育に協力 

・要請に応じて学校や団体に講師を派遣（岡山ESD助成） 

国際協力、国際交流、国際理解、開発などの実践的学習の協力を

行う。(小･中･高等学校･大学等) 実績：13回  

4 月 

∫ 

3 月 

日本 

･出版／調査研究／学会発表 

･｢ｽﾎﾟｰﾂを通じた国際開発｣に関する調査研究報告書 

(嘉納治五郎国際記念ｽﾎﾟｰﾂ研究･交流ｾﾝﾀｰ委託事業) 

・第 30 回 日本ｽﾎﾟｰﾂ教育学会 国際ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 

4 月 

∫ 

3 月 

日本 

ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ 

（2）その他の事業 

定款の事業名 概要 事業内容 実施日 実施場所 

ﾊﾞｻﾞー その他 

物品販売事業 

ﾁｬﾘﾃｨｰﾊﾞｻﾞｰの実施やｸﾞｯｽﾞ

販売･ﾊﾟﾈﾙ展示 

Ｔｼｬﾂ、ｷｬｯﾌﾟ、本などの販売やﾊﾟﾈﾙ展示を通して活動支援金を広く

集める。これに並行して、活動内容の広報を行うとともに、国内での

活動支援者層の拡大を図る。 

各地区で開催されるｲﾍﾞﾝﾄなどにも参加｡ 

随時 日本 

 


